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調査ができたことである。筆者の滞在は二〇〇三年から二年間だったが、二〇〇五年八月 文部大臣が交代してから、新たに研究機関に所属して長期にわたって学術的調査を行 ことが難しくなった。もう一 筆者の滞在が遅れていれば、本書の内容は
異なるものになっていただろう。
第二の幸運は、国軍の文書館が利
用できたことである。外国人の利用に否定的だった館長が、筆者が訪れる前年に国軍を退役していた。新しい館長が来るまでＣ少佐が館長代理を務めていた。Ｃ少佐はもう一〇年以上文書 で勤めているベテランである。筆者が文書館を訪れ 時は、退屈な日常に日本人 転がりこんできたことを楽しんでいる様子 、驚くほどあっさりと筆者の史料閲覧は許可され 。
それから半年程たったころ、新館
長Ｗ中佐が就任した。Ｗ中佐の方針は外国人の利用を原則認めないというものだった。幸い、筆者の利用は既成事実化していたので、調査が途中で止められることはなかっ 本書の実証部分 この文書館での調査に支えられている。
最後に蛇足だが、装丁に軍人の集
合写真を使った。その理由は二つある。ひとつに、少しでも軍政の実態に近づこうとするな 、軍人が日常的にどういう仕事をしているのかを知らなければならない。この写真はその象徴的な一場面に思えたからだ。もうひとつの理由は、この写真に現在の最高権力者であ タン・シュエ将軍（当時二七歳）が写っているからだ。関心のある方は、是非本書を手にとって将来の独裁者を探してもらいたい。
（なかにし 　よしひろ／アジア経済研究所地域研究センター）
